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『思いやりがある　感謝のロータリー』

2024－25年度国際ロータリーテーマ
第1855回例会
令和7年6月5日（12：30～13：30）

○ソング
　◦君が代
　◦奉仕の理想
○スマイルBOX
　◦阿部克弘会長（本日は１年回願という事で小委員会の委員長さん方に発表いただき有難うございまし
た。また事務局員として花里莉子様宜しくお願い致します。湊会員様、退会されても引き続きお付合の
程をお願い致します。）
　◦十文字光伸幹事（本日は各委員長の皆様、回顧報告ありがとうございました。）
　◦永野文雄会員（各委員長さん一年間ありがとうございました。湊洋子会員永い間ありがとうございま

した。お元気にさようなら。）
　◦沼田重一会員（阿部会長、十文字幹事、あと一か月となりましたが、頑張っていきましょう！）
　◦金田昇会員（湊洋子さん永い間ロータリーに参加いただきありがとうございました。これからもお元
気で御活躍下さい。）
　◦山縣栄寿会員（もう６月なのか、まだ６月なのか、６月ということで、スマイルします。）
　◦池田浩章会員（２週連続で休みましたのでスマイルします。又先々週は屋外で作業中、熱中症で病

院に行ってきました。高齢の会員の皆様はこれか
らは気温が高くなりますので充分に注意しましょ
う。）
　◦村上堅二会員（結婚祝いありがとうございまし

た。）
　◦安部和夫会員（６月４日昨日、76才の誕生日を

無事迎えました、今後も健康にロータリーを楽し
みたいと思います。）
　◦齋藤愛会員（結婚記念日のお祝いのお花をいた

だきありがとうございました。結婚19年になりま
す。あっという間に年を重ねましたが、今後も主
人と苦楽を共にしていきたいと思います。）
　◦吉野敬之会員（先日の結婚記念日に美しい花を

頂きまして有難うございました。白河西ロータリ
ーのコメントを抜いてああたかも私からのプレゼ
ントのように渡して大変喜ろこばれて、株が上が
りました。重ねて御礼申し上げます。）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５３名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １９名

T  全 正 会 員 数 ７２名

C  Ⓐの出席者数 ２４名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １５名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３９名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６８
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５７.３％

第1855回例会出席状況� （R7年6月５日)
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■会長の時間� 阿部克弘会長
　皆さん、こんにちは。本日もお忙
しい中ご出席をいただきまして誠に
ありがとうございます。先程、矢田
部ＳＡＡ委員長さんからですね、6
月最後の月の例会ということのお話
がありました。思い返せば昨年の7

月から私と十文字幹事の年度ということで始まりまし
たが、いよいよ最終月となりました。本当に皆様には
いろいろお世話になりましてありがとうございます。
ただ、あと1か月残っておりますので、気を引き締め
て頑張ってまいりたいと思っております。6月になり
ますと衣替えの時期になりまして、私も6月からノー
ネクタイでやらせていただきます。クールビズという
ことでご承知ください。よろしくお願いします。まず
初めにですね、本日湊会員さんがお越しいただいてい
ます。先週もお話したと思うんですが、退会というこ
とになりましたので、後程お話をしていただく時間を
設けております。あと、皆様にまた後程ご紹介を申し
上げますが、吉田事務局員さんのサポートとして白河
商工会議所の花里莉子さんが本日からお見えになって
おりますので、ご紹介がてら一言ご挨拶をいただけれ
ばなと思います。それから「東京第一ホテル新白河」
の服部博幸さん。一応2週掲載をしてありますので、
これから承認という形になると思います。また新たに
先週、堀田会員増強委員長から菊地博隆様、「株式会
社トゥルーズ」運転代行業の社長さんが入会というこ
とのお話がありました。先週今週と掲示してあります
ので、今月の理事会におはかりをいただいてまた承認
という形になろうかと思います。なかなかやっぱりい
ろんな事情がございまして、退会される方、入会され
る方とありますが、何度も申し上げますように次年度
は40周年を迎えますし、次々年度はガバナーを輩出す
る年となりますので、何とか会員増強をおおいにはか
って環境構築や陣容拡大のために皆さんと一緒に頑張
っていかなければなと思っております。今日はいろい
ろセレモニーがあるようですので、また小委員会の委
員長さんがたの一年回顧もございます。会長の時間は
以上とさせていただきます。本日もどうぞよろしくお
願いいたします。ありがとうございました。

本日のプログラム

（２）

■幹事報告� 十文字光伸幹事
○白河ユネスコ協会会長　小野利廣：令和７年度白河
ユネスコ協会総会資料について（送付）
○白河市国際交流協会会長　内藤義久：令和７年度国
際（多文化共生）文化講座「やさしい日本語でつたえ
よう」の開催について（通知）
○白河市国際交流協会会長　内藤義久：しらかわ日本
語教室「たのしいにほんご」開催について
○白河市国際交流協会会長　内藤義久：ホームステイ
ボランティアの登録等について（依頼）
○日本事務局　業務推進室：ロータリー親睦活動月間
リソースのご案内
○2024－25年度ガバナー　早川敬介：第７回諮問委員
会開催のお知らせ
○ガバナーエレクト事務所：2025－26年度７月予定に
ついて
○2025－26年度ガバナー泉田征慶　2025－26年度会員
増強・DEI委員会委員長　西山由美子：2025－26年度
会員増強・DEI委員会セミナーのご案内
○ガバナーエレクト事務所：【クラブサポートミーテ
ィング】2025－26、2026－27年度目標入力のお願い
○白河ユネスコ協会会長　小野利廣：令和７年度福島
県ユネスコ活動研究協議会（第23回実務担当者会議）
兼東北ブロ研福島大会in白河第５回実行委員会の開催
について（通知）
○ガバナー早川敬介：クラブ定款変更手続き伝達のお
願い

■各委員会報告
●雑誌広報渉外委員会� 瀬谷隆志委員長

　それでは、『ロータリーの友』の
読みどころをお伝えしたいと思いま
す。まず初めに、横書きの目次のほ
うですね。8ページをご覧いただけ
ればと思います。こちら先程も歌い
ましたロータリーソングの起源、日

本のロータリーソングの始まりという内容で書いてあ
ります。8ページにこれ意外だったんですが、ロータ
リークラブ5番目の会員として知られるハリエル・ラ
グルスさんが一番最初に例会があまりにもつまらなす
ぎて、突然椅子の上に立ってみんなで歌おうというと
ころからロータリーソングが始まったという経緯が書
いてあります。また、この歌を歌うことで会員に幸福
感や充実感が広がったというところから現在も続いて
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いるという内容が書かれています。この歌を歌うこと
でシカゴのロータリークラブが解散の危機を乗り越え
たというような内容も書いてあります。また、日本で
もロータリーの創始者米山さんが一から十までアメリ
カ式にやる必要はないというところから、これを機に
全国でロータリーソングが作っていくというのが加速
しているという興味深い内容がありますので、是非ご
一読いただければと思います。続きまして、縦書きの
ページの10ページ。こちらには新潟ロータリークラブ
の髙橋さんの内容が書いてあります。新潟大学の教授
ですが、福島県の出身で、高校まで福島県で過ごした
方です。この方、会長とかガバナーも経験されてるそ
うなんですが、ロータリーに入ったきっかけというの
がロータリーの留学の面接でロータリーと出会って、
そこで先輩ロータリアンの男気というものに惹かれて
自分もロータリーに入ったというような面白い内容が
書いてありますのでご一読いただければと思います。

●次年度幹事� 運天直人会員
　皆さん、こんにちは。先日もお話
しましたが第2回のクラブ協議会の
「シン鹿島」で行われました領収書
を、大変遅くなりましたが発行して
おります。ブリーフケースの中に入
れておりますので、ご確認の程をよ

ろしくお願いいたします。

●湊洋子会員
　皆さん、こんにちは。しばらくで
すというのも多いと思うんですけど
も、今月をもって退会とさせていた
だきます。長い間、本当に皆さんに
は何もわからないまま私も加入して、
また長い年月が経ちましたけども、

皆さんに支えられてここまでこれたことを感謝してお
ります。後任に鈴木満のほうを去年から参加させてい
ただいておりますので、全く今までと同じように助け
ていただければ助かります。どうぞよろしくお願いし
ます。本当に長い間、ありがとうございました。そし
て、私は今の会社を辞めるわけではなくて役員として
残りますので、大体会社に午前中はおりますので、も
し近くに通りましたら寄っていただければお茶など差
し上げることできるかと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。どうも長い間、本当にありがと
うございました。

●事務局� 白河商工会議所企画総務課　花里莉子様
　皆様、初めまして。こんにちは。
白河商工会議所の花里と申します。
よろしくお願いいたします。今期か
ら吉田さんと一緒にロータリークラ
ブを担当させていただきます。まだ
わからない部分も多く、はじめのう

ちは皆様のお力を借りることや頼ってしまうことも
度々あるかと思うんですけども、一日でも早くロータ
リーのお仕事や皆様のお顔を覚えて馴染んでいければ
と思っておりますので、皆様よろしくお願いいたしま
す。

■本日のプログラム（１年回願）
●プログラム委員会� 大住由香里委員長

　皆さん、こんにちは。プログラム
委員会の委員長を一年仰せつかりま
した大住です。一年回顧としまして、
本年度のプログラム委員会は阿部克
弘会長の掲げる「思いやりがある感
謝のロータリー」のもと、プログラ

ムの構成を行ってきました。振り返れば委員長がわた
くしということもあってか、ゲスト卓話は女性寄りに
なっていたという結果でした。カフェの白岩様。ヨ
ガの河野様。コーヒーバリスタの田村様、「ジョイセ
フ」ホワイトリボンの森田様やクリスマス例会のゲス
トにはマジシャンの女性という形で女性寄りでした。
会員卓話も気付けば石川さんの娘さんだったりとか、
西山さんというふうに女性が多く登壇させていただい
た年になったかなと、勝手に例会に華を添えることが
できたかなと前向きに捉えさせていただいております。
プログラムを作るにあたりまして、月間目標を意識す
ることもできましたし、自分の好きな方を呼んでいい
んだよという言葉に甘えまして、ＣＫＢで来てくださ
った二中の井上先生にお願いしたり、あとはどうして
も聞きたかった地域医療に貢献してます白河厚生病院
の安田先生を吉野さんにお願いして来ていただくこと
もできて、本当に私にとってはありがたい一年だった
なと思っております。後半の例会には3分間スピーチ
も取り入れさせていただきました。数回ではあります
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が、お声掛けさせていただいて快く引き受けてくださ
った皆様には感謝申し上げます。あとは、常に心配し
てフォローしてくださった会長、幹事にも本当に感謝
でしかありません。ありがとうございました。反省点
としまして、新入会員が多く入ってくださったにも関
わらず、新人卓話を思ったように実行できなかったの
で、次年度の引継ぎとさせていただければと思ってお
ります。また、毎回ＳＡＡの矢田部さんには本当に気
にかけていただいて、厳しくそして優しい言葉で私を
毎回こうやって前に出させてくださって成長させてい
ただいたと思っております。ある程度の強制力という
のも、人を成長させるには必要なんだなと感じた一年
でした。ありがとうございます。こうして皆様にご協
力をいただき、無事一年を閉めることができますこと
感謝申し上げまして一年回顧といたします。本当にあ
りがとうございました。

●出席委員会� 吉成真五郎委員長
　皆さん、こんにちは。出席委員会
のほうから一年の回顧をご報告させ
ていただきます。皆様のテーブルの
真ん中に、今年の出席率というのを
まとめました。ちょっと部数が用意
できなかったので、各テーブル1枚

なのでちょっとシェアしながら見ていただければと思
います。これ分析で、それを共有させていただければ
という趣旨で作りました。これメーキャップ修正後と
いうことで、メーキャップのある方を出席のほうに含
めてますので、毎回例会でわたくしが最後に報告して
る出席率よりもかなり高い数値にはなっております。
ちなみに、ちょっと簡単に申しますと最初の例会1812
回例会が76.47％、かなり良かったです。7月は平均で
70.02％。8月も62.92％。12月までで65％とか67％台と
いうことで、前半はかなりいいペースでございました。
1月がちょっと寒くなってきたのか平均で56％。2月が
54％ということで、こう分析してきますと冬場はやは
り寒いのでなかなか出かけにくくなってくるのかな
と。そこから、4月5月がやはり52％、54％ということ
で、なかなか回復をしないでやっぱり一回こうなんて
言うんですか、出なくなっちゃうと出ない方向に感性
が働いてしまうのかなみたいなのをこの表で感じまし
た。いろんな要因で出席、この季節というのもありま
すけれども。最近、私主観的に思うんですけども食事

のほうですが、矢田部さんのほうからホテルさんのほ
うにメニューを書いていただいて出していただいてま
すけども、すごく美味しくなってきたなというふうに
思っております。年間の平均は62.02％ということで、
60％の目標には達成してるんですけども、これホーム
ミーティングを2回開催してますけれども、これ80％
以上の出席率なんです。そこから考えますと、やはり
20％ぐらいの潜在能力というんですか、改善できる余
地がまだまだあるのかなと思います。先程、大住委員
長からもありますけど、新入会員の時に特に最初の半
年というか一年というか、もう出るのが当たり前とい
うふうに習慣づけられるとその後の出席率も良くなっ
ていくのかなと。途中からすごく改善しようというの
はなかなか難しいと思いますので、その辺が大事なの
かなというふうに思います。ただ、先程会長からお話
ありましたように、40周年と金田さんのガバナー年度
という大きなイベントありますので、これを契機にぐ
んと出席率を上げてくことができるんじゃないのかな
と思います。私の年度ではたいした改善策というのも
実行できなかったんですけども、私は分析までしてこ
の改善するのは来年の委員長の長さんがやってくれる
ということを期待しまして、わたくしの一年回顧とさ
せていただきます。ありがとうございました。

●シスター委員会� 村上堅二委員長
　皆さん、こんにちは。今年度、シ
スター委員会委員長を務めさせてい
ただきました村上でございます。そ
れでは、一年回顧をさせていただき
たいと思います。今年度は私が委員
長で、そして兼子会員、十文字幹事

の3名で活動してまいりました。今年度は8月1日、米
沢中央ロータリークラブさんが白河に来白されまし
た。12名の方の参加をいただきまして、終了後「喫茶
高山」にて懇談させていただきました。それから、翌
週8月9日、こちらから米沢中央ロータリークラブさん
のほうに表敬訪問いたしました。昼食会に11名の参加
ということで、その後に米沢中央ロータリークラブさ
んの方と交流をさせていただきました。その際に、山
形での豪雨災害に際しての当クラブからの会員の皆様
からお預かりしました義援金とタオルを持参しました。
大変感謝されました。それと当日、阿部会長と吉田会
長で5年に一度の、姉妹ロータリークラブの調印式を

（４）
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執り行いました。忘れてたんですけど、もう7年経っ
てたとのことなので調印式をさせていただきました。
そして、例会後「東光」という酒蔵で見学ツアーを開
催させていただきました。続きまして10月1日、米沢
中央ロータリークラブさんとの交流会を実施しました。
ゴルフは「グランディ那須白河」。観光は「ブリティ
ッシュヒルズ」で開催させていただきました。そして、
夜は高畠会員の「赤門」のほうで交流会を実施させて
いただきました。そして10月6日、これは女子会とい
うことで山形県の「ルーラグランソラシタ」にて米沢
中央ロータリークラブさんの女子と白河の女子交流芋
煮会に参加させていただきました。男性の会員4名程
参加させていただきました。無事快晴の中開催したよ
うです。それと2月9日、深谷ノースロータリークラブ
様に今回白河のほうで12名で参加をいたしました。夜
例会で、会員のお店でもあります「いろはのゐ」での
会食で交流をさせていただきました。そして、ちょっ
と私参加できなかったんですけども4月17～19日、コ
ザロータリークラブ様に16名で表敬訪問いたしました。
17日夜例会に参加し、翌日ゴルフと観光に分かれて沖
縄を満喫してきたようです。今年度は非常に訪問する
ことが多い年でありましたが、多くの会員の方々にご
参加いただき無事終了することができました。皆さん、
本当にありがとうございました。感謝して一年回顧と
させていただきます。ありがとうございました。

●会員増強委員会� 堀田一彦委員長
　皆さん、こんにちは。本年度、会
員増強委員長の堀田です。本委員会
は、副委員長に車田裕介会員、委員
に須藤正樹会員と増子国安会員の4
名で会員増強活動を行ってまいりま
した。当初の目標は純増4名という

ふうな目標を掲げていたのですが、それが達成できな
かったというところは非常に残念ではありましたが、
会員の皆様のご理解ご協力をいただきながら無事に一
年を過ごせたことは大変良かったと思います。一年間、
大変ありがとうございました。

●クラブ会報委員会� 鈴木典雄委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ会報
委員会一年回顧のご報告を申し上げ
ます。今年度、クラブ会報委員会は
委員長にわたくし、副委員長に西山
会員、渡部会員、鳴島会員、白岩会
員の5人体制で、月ごとに担当者を

決め例会の風景の写真撮影および週報の校正を行って
まいりました。委員会のメンバーの皆様、「ワタベ印
刷所」様のご協力を持ちまして毎月遅れることなく週
報を発行することができ、西クラブの伝統を引き継ぐ
ことができましたことに、改めまして委員会メンバー
「ワタベ印刷所」様に感謝申し上げます。特に渡部会
員についてはいつも委員会をサポートしていただきあ
りがとうございました。以上を持ちまして、一年回顧
とさせていただきます。一年間、ありがとうございま
した。

●雑誌広報渉外委員会� 瀬谷隆志委員長
　雑誌広報渉外委員会委員長の瀬谷
です。今年一年の回顧としまして、
お恥ずかしい話正直この委員長を受
けるまで『ロータリーの友』あまり
読んだことなくて、この委員長を仰
せつかってからしっかり読むように

なりました。読んでみると意外と面白いところもあっ
て、自分の気付きですとかそういったものに繋がった
一年でした。これを皆さんにお伝えするのがまた難し
くて大変だったんですけども、この経験をしっかり生
かして今後に繋げていきたいと思います。一年間、あ
りがとうございました。

●IT委員会� 鶴丸彰紀委員長
　皆さん、こんにちは。ＩＴ委員会
委員長の鶴丸です。今年度のＩＴ委
員会は副委員長に池田浩章会員。委
員には諸橋和典会員、西山よしえ会
員、中嶋一貴会員、山縣栄寿会員で
した。ほぼすべての例会をハイブリ

ットで常設するために、毎週例会前の早い時間からメ
ンバー集まっていただいたことで徹底した準備を行う
ことができました。ご協力いただいたＩＴ委員会メ
ンバーに全員に感謝申し上げます。実は、ＩＴメンバ

（５）
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ーには例会前の準備以外にも皆様会員の目に触れない
所でも沢山お時間をいただいています。例会中にはで
きない機材のセッティングや会場配線、テスト、また
操作マニュアルの作成なども含めて、合計すれば莫大
な時間をＩＴ委員会活動のためにメンバーには使って
いただきました。このおかげで会からのいろいろなご
要望に応えることもできるように対応が広がっており
ます。新しい挑戦では、今年度ですと盲導犬イベント。
会場のほうでやっていただいたイベントなどで、第一
ホテル以外の場所でもズーム配信。また、ユーチュー
ブ配信も同時に出来たということが良い経験というこ
とでさせていただきました。また、このまわり見てい
ただいてもわかりますが、カメラや音声の無線化など
着実に実施しまして、従来ですと会場の中、床を這い
まわってた配線が今ほとんどもうない状態にできてお
ります。このような改善も今年度のＩＴメンバーの協
力のおかげで実現できました。また、ＩＴ委員会の仕
事はハイブリット例会だけではありません。白河西ロ
ータリークラブのホームページの更新や、大幅なリニ
ューアルも毎年着実に行っております。これについて
は外部協力の矢田部会員のご子息の会社「シードメッ
ト」様ですとか、渡部勝也会員とも連携して年次計画
や会員名簿、毎週の週報の更新、またバックナンバー
管理などもホームページ上で日々行われております。
是非ホームページ、会員皆様まだ使ってらっしゃらな
い方は使っていただければすごく嬉しいです。よろし
くお願いします。これらの活動が続けられたことも、
一年間たゆまぬ努力をいただいたＩＴメンバーの皆様
に合わせて沢山アドバイスまたご助力いただきました
阿部会長、十文字幹事にも感謝いたします。また、ハ
イブリット例会に際し講話者の事前情報ですとか、準
備するために必要な講話の内容、音楽が入るですとか
そういった事などの情報の協力をいただきましたＳＡ
Ａの皆様。また、各委員会委員長にもお礼を申し上げ
まして一年の回顧とさせていただきます。ありがとう
ございました。

●ロータリー財団委員会� 金田昇委員長
　皆さん、こんにちは。今年度、財
団委員会委員長を仰せつかって一年
間活動してまいりました金田です。
2024‐25年度の活動ということです
けども、具体的には寄付活動。それ
からＤＤＦの活用、活動ということ

で2つの事についてご報告いたします。財団の寄付に
関しましては、大口一人当たり150ドル、ポリオに関
しては30ドルの目標を立てました。財団への寄付は、
一人当たり50ドル、3,650ドル。それから、個人での
寄付をいただきました諸橋会員には多くの寄付をい
ただきましたし、十文字会員と山縣会員には1,000ド
ルの寄付をいただきました。あと、私のほうで少し出
させていただきまして150ドルまでちょっと達してな
かったんですけども、130ドルぐらいです。来年は150
ドル目標にしていただきたいなというふうに思ってお
ります。あと、ポリオのほうは一人当たり8ドルとい
うことで584ドル、クラブとして寄付することができ
ました。それから、補助金の活用のほうですけれども、
盲導犬応援プロジェクトのほうに17万円申請しまして
決定し、補助金が下りましたので、それを活用して社
会奉仕活動することができました。また、担当例会に
おきましては2530地区の地区財団委員会より補助金委
員長の福島ロータリークラブ所属の相良さんに財団の
歴史や仕組みを詳しく教えていただきまして、皆さん
の財団活動への認知度が少しは高まったのかなという
ふうに思ってます。財団の寄付目標は未達となり残念
でしたが、今後はより理解を深め財団活動を支援でき
るクラブに成長していけるよう様々な活動を行ってま
いりたいと思います。一年間のクラブ会員皆様のご支
援ご協力に感謝申し上げて回顧といたします。ありが
とうございました。

●米山記念奨学会委員会� 成井正之委員長
　本年度、米山奨学会委員会委員長
を務めました成井正之です。一年回
顧いたします。阿部会長、十文字幹
事の米山奨学会委員会の委員会は副
委員長に石川格子さん。それから、
委員に遠藤敦会員、前原俊治会員の

4名でありました。年次計画した歴史文化研究会との
共同での米山記念奨学会記念館の見学旅行は行う事が
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できませんでしたが、10月に米山月間には2530地区の
吉田委員長に派遣依頼をして、二本松あだたらロータ
リークラブから米山奨学生のリン・メイキさんに「四
川から福島への留学の旅路と未来への展望」の卓話を
いただきました。年次当初の寄付者の呼びかけに対し、
永野文雄会員、金田昇会員、吉田充会員、十文字光伸
会員とわたしで5名で特別寄付の目標を達成し、クラ
ブ会員からは年間5,000円×71名の寄付の目標も達成
できました。これによって会員×10,000円という数字
をおそらくオーバーしたと思います。会員各位のご協
力に心から感謝申し上げ一年回顧といたします。あり
がとうございました。

●スマイルボックス委員会� 山田顕一郎委員長
　皆さん、こんにちは。スマイルボ
ックス委員会です。スマイルボック
ス委員会は、副委員長に永山龍大郎
会員。委員に池田浩章会員、須藤正
樹会員、佐藤礼子会員の5名で活動
してまいりました。まずは、スマイ

ルボックス委員会に所属の3回目になりまして、最初
は委員として、その後一回委員長やらせてもらって、
また何年かおいて今年委員長になったんですけど。大
体、月で4名の会員で大体年に3回こう回ってくるよう
な感じで月ごとに担当を割り振って2回やってきたん
です。今年人数が5名ということと、あと昨年度私ス
マイルボックス副委員長だったんですが、昨年度の委
員長の大竹会員のほうが昨年度はほとんどスマイル担
当して、副委員長としてあんまり機能していなかった
ものですから、そういう恩があったもんですから今年
は私の担当を多めにして割り振りをやってみようと思
いまして、結果的にわたくしが大体6割くらい担当し
て、永山副委員長に2割5分。残りの1割5分ぐらいを15
％ぐらいをその他の会員の方に割り振らせていただき
ました。どっちが良い悪いということではなくて、今
年やってみてちょっと思ったのは、やっぱり担当がこ
う月ごととかはっきり分かれてなくてランダムでこう
振り分けると、時々ちょっと自分も含めて忘れてしま
うという事がおきまして、それはちょっと学んだ部分
といいますか、今後の活動に生かしていきたい部分だ
と思いました。最初に就任の時にも申し上げたんです
けど、発表の時の読み上げ方のルールというものを統
一化していただいたのは、やっぱり一年間発表させて

いただく中で、余計な気を遣わずにこう皆さん委員会
のメンバー読み上げができたと思うので、これは大変
助かりました。目標一応その150万円ということで掲
げさせていただいておりまして、現状はもうちょっと
のところでございます。これもわたくしはなんでかん
で届いたからどうとか届かなかったからどうとかとい
うことは正直あまり重要視してないというか、届けば
いいなぐらいの感じでやらせていただいたんですけど
も、とにもかくにも毎回積極的にスマイルをしていた
だいた会員の皆様には本当にお礼を申し上げるしかな
い、感謝を心から申し上げたいと思います。多分、1
回ぐらいもしかしたら今日スマイル担当誰みたいな感
じになった時が、もしかするとメンバーが担当の日を
忘れて1回くらいあったかと思うんですが、それ以外
は何とか事務局の吉田さんにもご協力いただきまして、
臨機応変に対応していただいたり、あといざとなると
十文字幹事のほうにお願いしてやっていただいたりし
て助けていただいて、最後に吉田さんと幹事にお礼を
申し上げて一年の回顧とさせていただきたいと思いま
す。あとまだもうちょっと残っておりますが、一年間
ありがとうございました。

●職業奉仕委員会� 安部和夫委員長
　どうも皆さん、こんにちは。しば
らくぶりです。職業奉仕の年次報告
をしたいと思います。当初、我々職
業奉仕はロータリー活動の基本であ
る職業奉仕ということで、それを勉
強するために阿部会長のほうからご

推薦いただいたロータリーのものすごく詳しい人に卓
話をいただくという予定と、会員の職場訪問というこ
とで、それ2本立てでやる計画でした。しかし、諸般
の事情がありましてその卓話いただく方がロータリー
を退会したということで、職場訪問だけに絞ったとい
うわけでございます。職場訪問は村上会員の「Village 
Up」ジムのほうにお邪魔しまして体験していただい
て、ちょっと筋肉が痛くなって翌日大変でしたけども
有意義な時間を過ごさせていただきました。そして、
食事のほうは「シン鹿島」ということで、青木会員の
新しくやった鹿島さんのほうにお邪魔しまして美味し
い食事をいただくと共に小林支配人の方から卓話いた
だいて、まだ本格的なオープンはなりませんが徐々に
そういう形で持っていきたいというようなお話をいた
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だきました。その中で、村上会員のほうから老化は下
半身から来るということで、ちょっとしたトレーニン
グの方法を教わりながら有意義な食事会だったと思っ
ております。私が反省するとこなんですが、副委員長
に松永さん。それから、会員に富永さんと青木さんな
んですが、私独断で結構やっちゃったもんですから申
し訳ないなと思って、自戒を込めて皆さんのほうは委
員長等をお引き受けした時は必ず委員会を1回か2回開
いていただいて、みんなと総意でもってやったほうが
有意義な委員会になるのではないかということで、自
戒を込めて一年間の年次報告とさせていただきます。
ありがとうございました。

●会場監督（ＳＡＡ）� 矢田部錦四郎ＳＡＡ
　今年度、ＳＡＡを担当してまいり
ました矢田部と申します。そして、
委員に成井さん、大竹さん、吉成さ
ん、佐川さん、長さんということで、
このメンバーでやってきました。今
回は、2か月とか3か月おきに交代し

ようという形じゃなくて、とりあえず全員でいこうと。
ＳＡＡは全員でいこうということで、全員に対してほ
とんどが私の司会で運営してまいりました。来年度も、
いろんな場面で前のほうに出させられるような気がし
たので、ちょっと司会の練習をさせてくださいという
ことで私が率先してやってきました。後半は、自分ば
っかりで他の人もやらせろというきつい成井副ＳＡＡ
のほうからありました。そして、本来今日成井さんや
るわけだったんですが、「いいよ、今日は。」という
ことで、ちょっと私また喋る羽目になって決して好き
で喋ってるわけじゃないのでお許しいただきたいと思
います。まず、ＳＡＡになって感じたのは、出席者の
名前と欠席者の名前を選ぶとこなんです。そこでやっ
てった作業の中で、これ名前を読みながら欠席の人と
出席の人を分けるのは大変だということで、出席の名
簿とロッカーの名簿と皆さんのネームプレートのナン
バーを統一しました。そういうことで、そのナンバー
で名前を呼ばないで「はい、1番さん。5番さん。3番
さん、4番さん、6番さん。」ということで出席者を抜
くようにして、その出欠の人たちの名簿がスムーズに
こうできるようになりました。それと、委員会のメン
バーには今年度はマニュアルを残そうと。前回のＳＡ
Ａ、名前ちょっと忘れちゃったんですけど、ＳＡＡの

堀田さんからいろんな資料貰えるかと思って期待して
たんですが、そういう引継ぎがないんです。それで何
もないところから出発するのは大変だということで今
回マニュアルを作成しました。本来は理事会に通して
年次計画書に載せようという部分だったんですが、ち
ょっと間に合わないのでこの辺は次年度のおさらいし
ていきたいと思ってます。そして、連絡網をラインで
組ませていただきました。プログラム委員会、ＩＴ委
員会、親睦委員会。会長と幹事入れようかどうしよう
か迷ったんですが、やっぱりこれ入れないとグループ
がならないということで会長と幹事にも入れてもらっ
て、そして事務局の吉田さんが本当は出欠持ってくる
んです、ここにね。でもそれでは忙しいし一応ライン
上に出席報告してくれということで、皆さんの出欠は
ラインに早めに我々の手元に来てるので、長さんが1
時間も1時間半前から、その内容を見ながら大体振り
分けして我々来る頃にはもう出席者、欠席者が決まっ
てるというスムーズな皆さんが座る席を決めていただ
きました。本当にありがとうございました。それと、
西クラブの備品が明確になってないんです。これは最
後事項記録して残していきたいと思うんですが、いろ
んないらない物が沢山ありまして、とりあえず運営す
る正面のボックスは綺麗に片付けさせていただきまし
たが、裏のほうにトロフィーやら賞状やらいっぱいあ
るんです。これも何かの機会に会員皆さんで我々だけ
ではちょっと厳しいので、これを整理しないと固定資
産の中でもどれが必要でどれがいらない物かわからな
いんですね。そして、その中に埋もれていたのが移動
例会の鐘といろんなこういう盾です。それも引き出し
まして移動例会には移動例会用の点鐘を持っていくこ
とができました。例会終了後大変だったんですが、次
に繋げるような足跡を今回ＳＡＡで工夫させてやりま
したので、例会運営に集中できるような体制を作らせ
ていただきました。そして、素晴らしいプログラムの
運営と親睦委員会の親睦、そういったもの等の連携で
なんとか無事にこの大役のＳＡＡをあと3回で終わる
ことができます。本当に委員会の皆様、そして会の皆
様の協力に感謝したいと思います。以上、ＳＡＡの回
顧をさせていただきました。本当にありがとうござい
ました。


